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※母と子の保健事業は、スペースの都合上カレンダ－のみの掲載とさせていただきます。無事故を願い玉串を奉奠する井土川会長　１月８日㈰鹿島神社において、平成 29年町交通安全祈願祭が町交通安全協会（井土川好髙会長）主催により開催され、関係者約 40人が参列し、１年間の無事故を祈願しました。　鹿島神社宮司により神事が執り行われ、玉串奉奠では井土川会長をはじめ、各関係団体の代表者が神前に玉串を納めました。井土川会長から「交通事故件数については減少しておりますが、悲惨な死亡事故が２件発生してしまいました。事故ゼロを目指し気を引き締めて参りたい」と挨拶がありました。

遠藤町長に受章の報告に訪れた円谷氏（右）

遠藤町長から委嘱状を受け取る関根さん

ポンプ車操法の部に出場した第２分団

　７月 11日㈬、県立岩瀬農業高校の馬術競技部が全国大会
出場の報告に訪れ、遠藤町長と渡辺町議会議長から激励金が
手渡されました。
　岩農馬術競技部は、７月 25日㈬、26日㈭に静岡県で開
催された第 52回全日本高等学校馬術競技大会に団体として
出場し、８月 20日㈪～ 22日㈬には北海道で開催される第
29回全日本高等学校馬術選手権大会に個人として柴田祐紀
さん（３年）が出場します。

知事と町長との意見交換会
堀雅雄県知事が来庁内

Kagamiishi NEWS

第55回福島県消防協会須賀川支部消防操法大会
の代表として奮闘！町

Kagamiishi NEWS

　７月 19日㈭内堀雅雄福島県知事が本町を訪れ、町コミュ
ニティセンターで遠藤町長と意見交換を行い、町の現状やま
ちづくりの施策などについて意見が交わされました。
　意見交換終了後、鏡石まちの駅「かんかんてらす」と田ん
ぼアートを視察しました。かんかんてらすでは、施設内を見
学し、ジェラートを試食。田んぼアートでは、遠藤町長から
今年の絵柄や今後の展望などについて説明を受け、年々進化
する絵柄や産学官が協働した取組にとても感心していました。

Kagamiishi NEWS

県立岩瀬農業高校馬術競技部が報告
体・個人で全国大会出場団

報告に訪れた馬術競技部の皆さん

　７月６日㈮公民館において、鏡石町「少年のための少年
による非行防止活動（TPT）」推進員委嘱状交付式が開催さ
れ、第一小学校 10人、第二小学校６人、中学校 10人の計
26人を代表して関根優斗さん（第二小学校６年）が遠藤町
長から委嘱状の交付を受けました。
　この活動は、自分たちの住む鏡石町が安全で住みよい町
になるよう、少年非行防止や環境美化を目的としたキャン
ペーン活動や清掃活動を行っていくものです。

ＴＰＴ推進員委嘱状交付式
全で住みよい町に安

　７月 22日㈰天栄村総合農村運動広場にて、第 55回福島
県消防協会須賀川支部消防操法大会が開催されました。鏡石
町からは、６月 17日㈰に開催された町大会において優勝し
た第２分団 (ポンプ車の部 )と第６分団 (小型ポンプの部 )が
出場しました。
　両チームとも惜しくも２位という結果となりましたが、大
会に向けて練習してきた成果を十分に発揮し、町代表として
立派な操法を披露していました。

田んぼアートについて説明を受ける内堀知事（右）

Kagamiishi NEWS

　７月７日㈯鏡石幼稚園で、毎年恒例の「夏まつり会」が行
われ、子どもたちと保護者の皆さんがお祭りを一緒に楽しみ
ました。
　当日は、園児と保護者ら合わせて約 200 人が参加し、魚
釣りやボウリング、かき氷、くじ引き、うちわ作りなどたく
さんの催し物を満喫していました。
　最後に、「親子リズム」ということで、歌に合わせて親子
一緒に身振り手振りのダンスを楽しみました。

鏡石幼稚園で夏まつり会
作りの催しを楽しんで手

手作りの魚釣りを楽しみました

みんなで材料を混ぜました

全国シルバー人材センター事業協会長表彰
年の功績を称え永

鏡石保育所でみそ作り体験
いしいみそができますようにお

　７月６日㈮公益社団法人鏡石町シルバー人材センターの大
河原一雄理事長が町長室を訪れ、標記表彰を報告しました。
　大河原理事長は、町シルバー人材センターに平成 12年に
入会して以後、16年５か月にわたって役員を務め、平成 27
年５月からは理事長を務めています。「これからの高齢化社
会において、重要な役割を果たしていかなくてはなりません。
体の丈夫な人はぜひ入会し、困っている人のために活躍して
いただきたいと思います」と喜びを語りました。

　７月 17日㈫鏡石保育所で、ふくしま食育実践サポーター
の関根潤さん（くるくるファーム代表）を講師として、５歳
児を対象にみそ作り体験が行われました。
　体験では、大豆、麹、塩を使ったみそ作りの全工程が行われ、
子どもたちは、麹や大豆の独特の匂いを嗅いではしゃいだり、
材料の手触りを楽しんだりしながら、一生懸命みそを作りま
した。仕込まれたみそは、約半年間寝かせて発酵させ、完成
後は給食で使用される予定です。

表彰を報告する大河原理事長（右）

　７月 24日㈫町民プール「すいすい」で、第 33回鏡石町
小学校水泳交歓会が開催され、一小・二小の５・６年生が
参加しました。水泳交歓会は小学校児童の親睦と交流を深
めることと、体育の振興と体力の向上を図ることを目的と
して行われています。
　当日は 151名の児童が参加し、それぞれが自己ベストを
目指して競技に臨んでいました。今年は、25m平泳ぎで仲
澤綾那さん（一小５年）が大会新記録を樹立しました。自己ベストを目指して全力で泳ぎ切りました

第 33回鏡石町小学校水泳交歓会
己ベストを目指して自


